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（報道資料）                       平成１９年１２月２１日 

                                  ＮＨＫ広報局        

文化庁芸術祭での受賞について 

 

 平成１９年度文化庁芸術祭で、ＮＨＫの３つの番組がテレビ部門で優秀賞を受賞しまし

た。また、ラジオドキュメンタリー「浅草酔虎伝」を取材・構成したＮＨＫのディレクタ

ーが、優れた成果をあげた個人に贈られる放送個人賞を受賞しました。 

  

テレビ部門 

ドラマの部 

優秀賞 ＮＨＫスペシャル「鬼太郎が見た玉砕 ～水木しげるの戦争～」 

平成１９年１０月２１日放送 ８９分 （ＮＨＫ名古屋放送局） 

【番組概要】 

漫画家・水木しげるさんの戦争体験のドラマ化。水木さんは青年時代、二等兵としてラバウル戦

線にいた。昭和４０年代、「ゲゲゲの鬼太郎」で脚光を浴びるが、心の奥底では、当時玉砕を強い

られた戦友たちの無念を漫画化したいと思っていた。それは、戦争という理不尽な暴力の前で散

った友人たちへの鎮魂歌でもあった。ドラマでは、戦争体験を漫画化しようと葛藤する水木さんと、

玉砕命令の中でも必死に生き延びようとする戦時中の水木さんを交錯させながら、戦争の非情さ

を描く。 

作：西岡琢也 音楽：大友良英 出演：香川照之 田畑智子 塩見三省 嶋田久作 北村有起哉 石橋蓮司ほか 

【受賞理由】 
超現実主義の作風を持つこの漫画家の生き方に肉薄するその視点は鮮やかであり、香川照之

氏の漫画の人物を研究した演技も強い説得力を持たせた。 
 
ドキュメンタリーの部 

優秀賞 ＮＨＫスペシャル「日本国憲法 誕生」   

平成１９年１０月７日放送 ７４分 （ＮＨＫ制作局） 

【番組概要】 

日本国憲法施行から６０年。近年、憲法の制定過程をＧＨＱとの密室の攻防にとどまらず、時間

的にも空間的にもより広い視野からとらえ直そうという研究が進んでいる。特に国会の小委員会

の秘密議事録が公開されると、ＧＨＱ草案に生存権や義務教育の無償化など新たな条項が追加

されたことが明らかになり、さらには憲法９条修正の経緯も追跡できるようになった。番組では、

最新の資料と証言をもとに、戦後日本の形を決めた憲法誕生の舞台裏を世界史的スケールで描

く。 

【受賞理由】 
番組は、民間の「憲法研究会」の草案がＧＨＱに与えた影響、国会の小委員会が数々の重要な

修正を加えていく過程などを資料と証言によって語り、見る者の視野を広げる力をもった作品に

なっている。極東委員会の存在に触れた部分も興味深い。 
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ドキュメンタリーの部 

優秀賞 ハイビジョン特集「証言記録 マニラ市街戦 ～死者１２万 焦土への 1 か月」 

平成１９年１０月１２日放送 １１０分  

（ＮＨＫ制作局/（株）ＮＨＫエンタープライズ/（株）バサラ） 

【番組概要】 

１９４５年１月、アメリカ軍はマニラ奪還をめざしてルソン島に上陸する。日本陸軍は、市街戦で多

くの犠牲者が出ることを予測し、いったんはマニラ放棄を決断するが、海軍は徹底抗戦を主張、

防衛隊を組織し、アメリカ軍を迎え撃つ。１００万の市民が住むマニラは市街戦の戦場となり、市

民は激しい銃撃戦にさらされた。犠牲者１２万のうち１０万人はマニラ市民。番組では、当時のマ

ニラ市民、日米両軍の兵士あわせて３８人の証言と膨大な資料をもとに、なぜこのような悲劇が

起きたのか、戦争がもたらした様々な側面をつぶさに見ていく。 
【受賞理由】 
なぜ市街地が戦場になり、多くの市民が犠牲となってしまったのか。当時のマニラ市民、日米両

軍の兵士の証言と資料をもとに克明に検証し、その実相に鋭く迫った力作。 
 
 
ラジオ部門 

ドキュメンタリーの部 

放送個人賞 「浅草酔虎伝」（平成１９年１１月１１日放送 ５０分）の取材・構成を 

担当した国際放送局・佐藤園子専任ディレクターに対して。 

 

【「浅草酔虎伝」の番組概要】 

浅草の木馬亭は９０年の歴史のある芝居小屋。その舞台に立つことは芸人の夢である。喜劇王

エノケン、オペラの田谷力三、どじょうすくいの安来節、三代目勝太郎の天保水滸伝が木馬亭で

一世を風靡した。現在も、国本武春の浪花節やお笑い浅草２１世紀の軽演劇が若い人をひきつ

け、伝統を未来につなぐ。７０を超えた今も木戸に座り、客にも芸人にも慕われている席亭の根岸

京子さんの話を中心に、浅草の心を綴っていく。ナレーションは、講釈師で人間国宝の一龍斎貞

水さん。仲見世の賑わい、浅草寺の読経、客の野次と笑いと拍手、三社祭の神輿の掛け声に、

浅草の５月が浮かび上がる。 

【受賞理由】 

臨場感あふれるサウンドでたっぷり楽しませる木馬亭軽演劇の９０年。根岸京子さんが浅草の笑

いと涙と夢をまろやかに語る。取材・構成に感服。 

 

 

 

 


